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御庄小学校は、明治５年、小さな民家

を借りてスタートしました。その後、多

くの人々の地域愛とともに発展してきた

創立１５０年以上の歴史と伝統のある学

校です。戦後は、国鉄岩日線（現在の錦

川清流線鉄道）の開通、山陽新幹線の開

通による新岩国駅の設置、また山陽自動

車道開通に伴う岩国インターチェンジの

設置と、常に交通の要所となってきた地域です。歴史的にも利便性に優れた交通の要所

として栄えた地域では、人々の地域愛が育まれ、受け継がれてきました。そのような中

で、御庄小学校は「伝統の精神～仁・修・健・働～」をつなぎ発信する学校として地域

の方々に見守られ、支えられながら教育活動を展開しています。 

本校の正面玄関横に建つ「人」の漢字を象ったモニュメント。玄関に掲げられた、目

指す児童像を示す『仁』『修』『健』『働』の４つの漢字。平成５年、「人」という漢字の

形に新築された校舎。いずれも「人」という文字が関係しているのは、長年の間、この

地域で「人と人とのつながり」が大切にされてきたことに由来しています。 

人を大切にし、人が集う場所。地域の人々が大切にしてきた地域愛の源が御庄小学校

にあるのです。 

学校・保護者・地域の方々とのつながりを大切にし、学校教育目標『ふるさとを愛し、

心豊かにたくましく生き抜く御庄っ子』の育成を目指して、教職員一同、御庄っ子の「学

びと成長」を育んでまいります。 
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